
令 和 ４ 年
６月21日
（火曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
介
護
機
関
の
廃
止
の
届
出
（
厚
政
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
介
護
機
関
の
指
定
（
二
件
）
（
厚
政
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
区
域
の
変
更
（
道
路
整
備
課
）

二

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

道
路
の
供
用
の
開
始
（
道
路
整
備
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
審
査
（
道
路
建
設
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…

建
築
物
に
関
す
る
中
間
検
査
に
係
る
特
定
工
程
及
び
特
定
工
程
後
の
工
程
の
指
示
に
関
す
る
告
示
の
一

部
改
正
（
建
築
指
導
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
製
造
の
請
負
、
物
品
等
の
買
入
れ
、
借
入
れ
及
び
売
払
い
並
び
に
業
務
の
委

託
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
並
び
に
資
格
審

査
申
請
の
時
期
及
び
方
法
等
（
会
計
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
（
南
周
防
地
区
波
野
（
木
地
）
換
地
区
）
の
換
地
処
分（
農
村
整
備
課
）
…
…
…
九

○
選
管
告
示

直
接
請
求
に
必
要
な
有
権
者
の
数

九

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
漁
調
委
告
示

漁
業
法
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示

一
〇

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
百
七
十
二
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
介
護
機
関
を
廃
止
し
た
旨

の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

居
宅
介
護
事
業
者

居
宅
介
護
事
業
所

事
業
の

種
類

廃
止
年
月
日

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

サ
ン
キ
・
ウ
エ

ル
ビ
ィ
株
式
会

社

広
島
市
西
区
商

工
セ
ン
タ
ー
六

丁
目
一
番
一
一

号

サ
ン
キ
・
ウ
エ

ル
ビ
ィ
介
護
セ

ン
タ
ー
防
府
栄

町

防
府
市
栄
町
二

丁
目
二
番
二
九

号

訪
問
介

護

令
和
四
、三
、
三
一

公
益
社
団
法
人

山
口
県
看
護
協

会

防
府
市
大
字
上

右
田
二
六
八
六

山
口
県
看
護
協

会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
あ

ぶ

阿
武
郡
阿
武
町

奈
古
二
九
四
五

の
一

訪
問
看

護

〃

〃

〃

有
限
会
社
く
す

り
の
あ
ま
く
さ

山
口
市
古
熊
二

丁
目
九
番
二
一

号

よ
し
き
薬
局

山
口
市
吉
敷
下

東
一
丁
目
一
六

番
五
号

居
宅
療

養
管
理

指
導

〃

五
、

一

医
療
法
人
社
団

三
志
会

岩
国
市
尾
津
町

二
丁
目
二
二
番

一
〇
号

医
療
法
人
社
団

三
志
会
藤
本
循

環
器
科
・
内
科

岩
国
市
南
岩
国

町
四
丁
目
五
七

番
二
七
号

〃

〃

四
、

〃

株
式
会
社
薬
明

館

〃

南
岩
国

町
一
丁
目
三
〇

番
一
六
号

む
さ
し
薬
局

光
市
大
字
岩
田

小
池
東
九
七
八

の
三

〃

〃

二
、
二
八

株
式
会
社
田
村

邸

山
口
市
白
石
三

丁
目
七
番
四
号

白
石
三
丁
目
田

村
邸

山
口
市
白
石
三

丁
目
七
番
四
号

通
所
介

護

〃

〃

〃

社
会
福
祉
法
人

光
葉
会

岩
国
市
室
の
木

町
三
丁
目
一
番

七
四
号

光
葉
苑
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

岩
国
市
下
三
一

七
の
二

〃

〃

三
、
三
一

居
宅
介
護
支
援
事
業
者

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

廃
止
年
月
日

氏
名
又
は
名
称

住
所
又
は
主
た

る
事
務
所
の
所

在
地

名

称

所

在

地

サ
ン
キ
・
ウ
エ
ル

ビ
ィ
株
式
会
社

広
島
市
西
区
商
工

セ
ン
タ
ー
六
丁
目

一
番
一
一
号

サ
ン
キ
・
ウ
エ
ル

ビ
ィ
介
護
セ
ン

タ
ー
小
野
田

山
陽
小
野
田
市
日

の
出
三
丁
目
一
五

番
二
八
号

令
和
四
、三
、
三
一

一
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介
護
予
防
事
業
者

介
護
予
防
事
業
所

事
業
の

種
類

廃
止
年
月
日

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

サ
ン
キ
・
ウ
エ

ル
ビ
ィ
株
式
会

社

広
島
市
西
区
商

工
セ
ン
タ
ー
六

丁
目
一
番
一
一

号

サ
ン
キ
・
ウ
エ

ル
ビ
ィ
介
護
セ

ン
タ
ー
防
府
栄

町

防
府
市
栄
町
二

丁
目
二
番
二
九

号

介
護
予

防
訪
問

介
護

令
和
四
、三
、
三
一

公
益
社
団
法
人

山
口
県
看
護
協

会

防
府
市
大
字
上

右
田
二
六
八
六

山
口
県
看
護
協

会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
あ

ぶ

阿
武
郡
阿
武
町

奈
古
二
九
四
五

の
一

介
護
予

防
訪
問

看
護

〃

〃

〃

医
療
法
人
社
団

三
志
会

岩
国
市
尾
津
町

二
丁
目
二
二
番

一
〇
号

医
療
法
人
社
団

三
志
会
藤
本
循

環
器
科
・
内
科

岩
国
市
南
岩
国

町
四
丁
目
五
七

番
二
七
号

介
護
予

防
居
宅

療
養
管

理
指
導

〃

四
、

一

株
式
会
社
薬
明

館

〃

南
岩
国

町
一
丁
目
三
〇

番
一
六
号

む
さ
し
薬
局

光
市
大
字
岩
田

小
池
東
九
七
八

の
三

〃

〃

二
、
二
八

株
式
会
社
田
村

邸

山
口
市
白
石
三

丁
目
七
番
四
号

白
石
三
丁
目
田

村
邸

山
口
市
白
石
三

丁
目
七
番
四
号

介
護
予

防
通
所

介
護

〃

〃

〃

社
会
福
祉
法
人

光
葉
会

岩
国
市
室
の
木

町
三
丁
目
一
番

七
四
号

光
葉
苑
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー

岩
国
市
下
三
一

七
の
二

〃

〃

三
、
三
一

山
口
県
告
示
第
百
七
十
三
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

介
護
扶
助
の
た
め
の
居
宅
介
護
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

居
宅
介
護
事
業
者

居
宅
介
護
事
業
所

事
業
の

種
類

指
定
年
月
日

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

株
式
会
社
ト
ー

タ
ル
・
メ
デ
ィ

カ
ル
サ
ー
ビ
ス

福
岡
県
糟
屋
郡

新
宮
町
緑
ケ
浜

四
丁
目
一
七
番

二
二
号

さ
く
ら
薬
局
徳

山
中
央
病
院
前

店

周
南
市
孝
田
町

二
番
一
号

居
宅
療

養
管
理

指
導

令
和
四
、五
、
一
六

山
口
県
告
示
第
百
七
十
四
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

介
護
扶
助
の
た
め
の
介
護
予
防
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

介
護
予
防
事
業
者

介
護
予
防
事
業
所

事
業
の

種
類

指
定
年
月
日

氏
名
又
は
名

称

住
所
又
は
主

た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

株
式
会
社
ト
ー

タ
ル
・
メ
デ
ィ

カ
ル
サ
ー
ビ
ス

福
岡
県
糟
屋
郡

新
宮
町
緑
ケ
浜

四
丁
目
一
七
番

二
二
号

さ
く
ら
薬
局
徳

山
中
央
病
院
前

店

周
南
市
孝
田
町

二
番
一
号

介
護
予

防
居
宅

療
養
管

理
指
導

令
和
四
、五
、
一
六

山
口
県
告
示
第
百
七
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

道
路
の
種
類

県
道

路

線

名

新
南
陽
津
和
野
線

道
路
の
区
域

区

間

旧
新
別

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

備

考

周
南
市
土
井
一
丁
目
一
七
五
三
の
七
地
先

か
ら
同
市
大
字
下
上
字
土
井
九
五
四
の
四
地
先

ま
で

旧

最
狭

一
一
・
〇

最
広

四
三
・
八

二
一
九
・
〇

新

最
狭

一
六
・
〇

最
広

四
四
・
〇

二
一
九
・
〇
道
路
改
良
工
事
の

完
了
に
よ
る
。

二
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山
口
県
告
示
第
百
七
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
一
月
間
山
口
県
土
木
建
築
部
道
路
整
備
課
に
お

い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始
の
期
日

県

道

新
南
陽
津
和

野
線

周
南
市
土
井
一
丁
目
一
七
五
三
の
七
地
先
か
ら

同
市
大
字
下
上
字
土
井
九
五
四
の
四
地
先
ま
で

令
和
四
年
六
月
二
十

二
日

山
口
県
告
示
第
百
七
十
七
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
六
十
七
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
県
道
徳
山
本
郷
線
道
路
改
良
（
市
ヶ
原
ト
ン
ネ
ル
）
工
事
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
に
参
加

す
る
者
に
必
要
な
経
営
の
規
模
及
び
状
況
を
要
件
と
す
る
資
格
（
以
下
「
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資

格
」
と
い
う
。
）
並
び
に
当
該
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
の
申
請
の
時
期
、
方
法
等
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
定
め
た
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

県
道
徳
山
本
郷
線
道
路
改
良
（
市
ヶ
原
ト
ン
ネ
ル
）
工
事

㈠

工
事
場
所

岩
国
市
美
川
町
小
川
字
嶋
石
及
び
字
川
嶋
地
内

㈡

工
事
の
概
要

工

法

延

長

道

路

幅

員

ナ
ト
ム
工
法

一
二
四
・
〇
メ
ー
ト
ル

八
・
五
メ
ー
ト
ル
（
車
道
六
・
〇
メ
ー
ト
ル
）

二

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
共
同
企
業
体
（
二
者
で

構
成
す
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

㈠

共
同
企
業
体
の
構
成
員
の
い
ず
れ
も
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
。

⚑

建
設
工
事
等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
の
参
加
資
格
の
審
査
に
関
す
る
告

示
（
令
和
二
年
山
口
県
告
示
第
四
百
二
十
二
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。
）
二
の
㈠
の
規
定

に
よ
り
格
付
さ
れ
た
一
般
競
争
入
札
及
び
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
が
土
木
一
式
工
事
の
Ａ
等

級
で
あ
る
こ
と
。

⚒

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
六
項
に
規

定
す
る
特
定
建
設
業
の
許
可
（
土
木
工
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

⚓

出
資
比
率
が
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
こ
と
。

㈡

共
同
企
業
体
の
代
表
者
の
令
和
四
年
六
月
二
十
日
ま
で
に
国
土
交
通
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事

が
通
知
し
た
法
第
二
十
七
条
の
二
十
九
第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
評
定
値
の
う
ち
直
近
の
も
の

（
以
下
「
総
合
評
定
値
」
と
い
う
。
）
の
土
木
一
式
工
事
の
数
値
が
九
百
以
上
で
あ
る
こ
と
。

㈢

共
同
企
業
体
の
代
表
者
以
外
の
者
の
総
合
評
定
値
の
土
木
一
式
工
事
の
数
値
が
八
百
五
十
以
上

で
あ
る
こ
と
。

三

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査

㈠

共
同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
等

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
告
示
四
の
㈠
に
規
定
す
る
共

同
企
業
体
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
及
び
次
に
掲
げ
る
書
類
（
以
下
「
申
請
書
等
」
と
い

う
。
）
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚑

共
同
企
業
体
協
定
書
の
写
し

⚒

総
合
評
定
値
通
知
書
の
写
し

⚓

特
定
建
設
業
の
許
可
通
知
書
の
写
し

⚔

委
任
状

㈡

申
請
書
等
の
提
出
方
法

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
六
年
山
口
県
条
例

第
三
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
（
以
下

「
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
て
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

㈢

申
請
書
等
の
提
出
期
限

令
和
四
年
七
月
十
二
日

午
後
四
時
三
十
分

㈣

経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
の
審
査
結
果
の
通
知
方
法

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
て
令
和
四
年
八
月
八
日
ま
で
に
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
適

合
通
知
書
又
は
経
営
規
模
等
入
札
参
加
資
格
非
適
合
通
知
書
に
よ
り
行
う
。

四

そ
の
他

こ
の
審
査
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
山
口
県
岩
国
土
木
建
築
事
務
所
（
電
話
〇
八
二
七－

二
九－

二
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一
五
四
〇
）
に
す
る
こ
と
。

山
口
県
告
示
第
百
七
十
八
号

建
築
物
に
関
す
る
中
間
検
査
に
係
る
特
定
工
程
及
び
特
定
工
程
後
の
工
程
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
令
和
四
年
山
口
県
告
示
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

三
中
「
第
八
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
八
十
五
条
第
六
項
」
に
、
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七

項
」
に
改
め
る
。

山
口
県
告
示
第
百
七
十
九
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
百
六
十
七

条
の
五
第
一
項
及
び
第
百
六
十
七
条
の
十
一
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
令
和

七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
製
造
の
請
負
、
物
品
等
の
買
入
れ
、

借
入
れ
及
び
売
払
い
並
び
に
業
務
の
委
託
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
（
以
下

「
競
争
入
札
」
と
い
う
。
）
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
（
以
下
「
競
争
入
札
参
加
資
格
」
と
い

う
。
）
並
び
に
当
該
競
争
入
札
参
加
資
格
の
審
査
（
以
下
「
資
格
審
査
」
と
い
う
。
）
の
申
請
の
時
期

及
び
方
法
等
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
定
め
た
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

競
争
入
札
参
加
資
格

㈠

競
争
入
札
（
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令

（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
契
約
（
以
下
「
特
定
調
達
契
約
」

と
い
う
。
）
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
政
令
第
百
六
十
七
条

の
四
（
政
令
第
百
六
十
七
条
の
十
一
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

の
規
定
に
基
づ
き
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
以
外
の
者
（
所
得
税
又
は
法
人

税
、
消
費
税
及
び
県
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
で
、
物
品
等
の
製
造
の
請
負
並
び
に

物
品
等
の
買
入
れ
、
借
入
れ
及
び
売
払
い
に
あ
っ
て
は
契
約
の
種
類
及
び
金
額
に
応
じ
四
等
級

に
、
業
務
の
委
託
に
あ
っ
て
は
契
約
の
金
額
に
応
じ
三
等
級
（
県
庁
舎
等
の
清
掃
業
務
の
委
託
に

あ
っ
て
は
、
二
等
級
）
に
区
分
し
て
格
付
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

㈡

競
争
入
札
参
加
資
格
の
格
付
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
審
査
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
県
庁
舎
等
の
清
掃
業
務
の
委
託
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
参
加
資
格
の
格
付
は
、
建
築
物
に

お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
二
十
号
）
第
十
二
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
建
築
物
に
お
け
る
清
掃
を
行
う
事
業
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
（
以
下

「
建
築
物
清
掃
業
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
の
み
行
う
も
の
と
す
る
。

⚑

資
格
審
査
の
申
請
を
す
る
日
（
以
下
「
申
請
日
」
と
い
う
。
）
の
属
す
る
営
業
年
度
の
直
前

の
営
業
年
度
（
決
算
が
申
請
日
ま
で
に
確
定
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
決
算
の
確
定
し
て
い

る
直
近
の
営
業
年
度
）
の
決
算
（
以
下
「
直
前
決
算
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
自
己
資
本
額

（
法
人
に
あ
っ
て
は
貸
借
対
照
表
の
純
資
産
の
部
に
計
上
し
た
額
の
合
計
額
と
し
、
個
人
に

あ
っ
て
は
次
年
度
繰
越
純
資
本
金
の
額
と
す
る
。
）

⚒

直
前
決
算
に
お
け
る
流
動
比
率
（
流
動
資
産
の
額
を
流
動
負
債
の
額
で
除
し
て
得
た
数
値
を

百
分
比
で
表
し
た
も
の
を
い
う
。
）

⚓

物
品
等
の
製
造
を
主
た
る
業
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
直
前
決
算
に
お
け
る
機
械
装
置
、
車

両
運
搬
具
、
工
具
及
び
器
具
の
残
存
価
格

⚔

申
請
日
の
前
日
に
お
け
る
営
業
（
建
築
物
清
掃
業
者
に
あ
っ
て
は
、
清
掃
業
務
）
に
従
事
す

る
職
員
の
数

⚕

山
口
県
内
に
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
者
（
以
下
「
県
内
業
者
」
と
い

う
。
）
又
は
建
築
物
清
掃
業
者
に
あ
っ
て
は
、
申
請
日
の
直
前
の
六
月
一
日
に
お
け
る
障
害
者

の
雇
用
の
状
況

⚖

申
請
日
の
前
日
ま
で
の
営
業
年
数
（
建
築
物
清
掃
業
者
に
あ
っ
て
は
、
清
掃
業
務
に
係
る
も

の
に
限
る
。
）

⚗

直
前
決
算
の
日
以
前
二
年
の
各
営
業
年
度
に
お
け
る
売
上
高
に
よ
り
算
出
し
た
年
間
平
均
売

上
高
（
建
築
物
清
掃
業
者
に
あ
っ
て
は
、
直
前
決
算
の
日
以
前
二
年
の
各
営
業
年
度
に
お
け
る

清
掃
業
務
受
託
高
に
よ
り
算
出
し
た
年
間
平
均
契
約
金
額
）

⚘

建
築
物
清
掃
業
者
に
あ
っ
て
は
、
申
請
日
の
属
す
る
年
度
の
直
前
の
二
年
度
間
に
お
い
て
清

掃
業
務
委
託
に
係
る
競
争
入
札
等
参
加
停
止
措
置
要
領
に
基
づ
く
参
加
停
止
を
受
け
た
期
間

⚙

県
内
業
者
に
あ
っ
て
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
二
十

号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
主
行
動
計
画
（
以
下
「
一
般
事
業
主
行
動
計

画
」
と
い
う
。
）
の
策
定
及
び
届
出
の
有
無

10

県
内
業
者
に
あ
っ
て
は
、
や
ま
ぐ
ち
女
性
の
活
躍
推
進
事
業
者
の
登
録
の
有
無

11

県
内
業
者
に
あ
っ
て
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
標
準
化
機
構
の
認

証
取
得
の
有
無

12

県
内
業
者
に
あ
っ
て
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
一
般
財
団
法
人
持
続
性

推
進
機
構
の
認
証
及
び
登
録
の
有
無

四
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㈢

特
定
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
政
令
第
百
六
十
七
条
の

四
の
規
定
に
基
づ
き
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
以
外
の
者
（
所
得
税
又
は
法
人

税
、
消
費
税
及
び
県
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る

も
の
と
す
る
。

⚑

物
品
等
の
製
造
の
請
負
並
び
に
物
品
等
の
買
入
れ
及
び
借
入
れ
に
あ
っ
て
は
、
㈡
の
⚑
か
ら

⚔
ま
で
、
⚖
及
び
⚗
に
掲
げ
る
事
項
を
審
査
し
て
行
う
資
格
審
査
に
お
い
て
、
資
格
を
有
す
る

と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

⚒

業
務
の
委
託
に
あ
っ
て
は
、
㈡
の
⚑
、
⚒
、
⚔
、
⚖
及
び
⚗
に
掲
げ
る
事
項
（
建
築
物
清
掃

業
者
に
あ
っ
て
は
、
㈡
の
⚑
、
⚒
及
び
⚔
か
ら
⚘
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
）
を
審
査
し
て
行
う
資

格
審
査
に
お
い
て
、
契
約
の
金
額
に
応
じ
三
等
級
（
県
庁
舎
等
の
清
掃
業
務
の
委
託
に
あ
っ
て

は
、
二
等
級
）
に
区
分
し
て
格
付
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

㈣

競
争
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間

競
争
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
は
、
当
該
競
争
入
札
参
加
資
格
が
決
定
さ
れ
た
日
か
ら
令
和

七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
と
す
る
。

二

資
格
審
査
の
申
請
の
時
期
及
び
方
法

㈠

申
請
の
時
期
は
、
令
和
四
年
六
月
二
十
一
日
以
降
随
時
と
す
る
。

㈡

資
格
審
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
（
別
記
第
一
号
様

式
。
以
下
「
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈢

申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚑

法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明
書
（
外
国
法
人
に
あ
っ
て
は
、
権
限
を
有
す
る
本
国
の
官

憲
が
証
明
し
た
同
様
の
書
類
）
、
個
人
に
あ
っ
て
は
誓
約
書
（
別
記
第
二
号
様
式
）

⚒

納
税
証
明
書
（
外
国
法
人
又
は
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
権
限
を
有
す
る
本
国
の
官
憲
が
証
明

し
た
同
様
の
書
類
）

⚓

法
人
に
あ
っ
て
は
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
、
個
人
に
あ
っ
て
は
資
産
負
債
調
及
び
損

益
計
算
書

⚔

営
業
所
の
所
在
状
況
を
記
載
し
た
書
類

⚕

営
業
に
関
し
て
許
可
、
認
可
等
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
建
築
物
清
掃
業
者
に
あ
っ
て
は
、
建
築
物
に
お
け
る
清
掃
を
行
う
事

業
の
登
録
証
明
書
の
写
し
）

⚖

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
及
び
届
出
を
行
っ
た
者
に
あ
っ
て
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長

に
提
出
し
た
当
該
届
出
の
写
し

⚗

一
の
㈡
の
10
に
定
め
る
や
ま
ぐ
ち
女
性
の
活
躍
推
進
事
業
者
の
登
録
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て

は
、
当
該
登
録
証
の
写
し

⚘

一
の
㈡
の
11
に
定
め
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
標
準
化
機
構
の
認
証

を
取
得
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
証
に
係
る
登
録
証
の
写
し

⚙

一
の
㈡
の
12
に
定
め
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
一
般
財
団
法
人
持
続
性
推

進
機
構
の
認
証
及
び
登
録
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
証
及
び
登
録
を
証
す
る
書
面
の

写
し

10

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
誓
約
書
（
別
記
第
三
号
様
式
）

11

⚑
か
ら
10
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
書
類

㈣

申
請
書
等
の
作
成
に
用
い
る
言
語
等

⚑

申
請
書
及
び
㈢
の
⚓
に
掲
げ
る
書
類
は
日
本
語
で
作
成
を
し
、
そ
の
他
の
書
類
で
外
国
語
で

記
載
さ
れ
た
も
の
は
訳
文
の
付
記
又
は
添
付
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⚒

添
付
書
類
に
記
載
す
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
出
納
官
吏
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
二
年
大
蔵
省

令
第
九
十
五
号
）
第
十
六
条
に
規
定
す
る
外
国
貨
幣
換
算
率
に
よ
り
日
本
国
通
貨
に
換
算
し
、

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

官
公
需
適
格
組
合
の
特
例

中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
一
号
）
に
基
づ
く
事
業
協
同
組
合

で
、
山
口
県
内
に
本
店
又
は
主
た
る
事
務
所
を
有
し
、
か
つ
、
経
済
産
業
局
長
の
官
公
需
適
格
組
合

の
証
明
を
受
け
て
い
る
も
の
が
、
競
争
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
申
請
書

に
、
二
の
㈢
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
別
に
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
随
時
に
、
知
事
に
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

資
格
審
査
の
結
果
の
通
知

資
格
審
査
の
結
果
は
、
申
請
者
に
通
知
す
る
。

五

審
査
事
項
等
の
変
更
の
届
出

競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
は
、
競

争
入
札
参
加
資
格
審
査
事
項
等
変
更
届
（
別
記
第
四
号
様
式
）
に
二
の
㈢
に
掲
げ
る
書
類
（
変
更
に

係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈠

住
所

㈡

商
号
又
は
名
称

㈢

代
表
者
の
氏
名

㈣

県
と
の
取
引
を
担
当
す
る
営
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

㈤

代
理
人

四
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別記
第１号様式

（表）

新規・継続 登録番号 ※受付番号 ※ 受 付

競 争 入 札 参 加 資 格 審 査 申 請 書

年 月 日

山口県知事 様

郵 便 番 号
申請者 住 所

商号又は名称
ふ り が な

代表者氏名
ふ り が な

（電 話 局 番）
（ファクシミリ 局 番）

年 月 日から 年 月 日までの間において山口県が発注する

製造の請負
買 入 れ物品等の借 入 れに係
売 払 い

業 務 の 委 託
る競争入札に参加したいので、競争入札参加資格の審査を関係書類を添えて申請します。
なお、この申請書及び関係書類の全ての記載事項は、事実に相違ないことを誓約します。

① 山口県と
の取引を希
望する営業
種目及び営
業比率

⑴ 物品等の製造の請負並びに物品等の買入れ、借入れ及び売払い

希望順位 大 分 類 小 分 類 ⚑ 小 分 類 ⚒ 小 分 類 ⚓ 小 分 類 ⚔ 小 分 類 ⚕
番号 種 目 番号 種 目 番号 種 目 番号 種 目 番号 種 目 番号 種 目

第⚑希望

第⚒希望

第⚓希望

第⚔希望

第⚕希望

備 考

⑵ 業務の委託（清掃業務の委託を除く。）

希望順位 大 分 類 小 分 類 ⚑ 小 分 類 ⚒ 小 分 類 ⚓ 小 分 類 ⚔ 小 分 類 ⚕
番号 種 目 番号 種 目 番号 種 目 番号 種 目 番号 種 目 番号 種 目

第⚑希望

第⚒希望

第⚓希望

第⚔希望

第⚕希望

備 考

⑶ 清掃業務の委託

営 業 種 目 営業比率 営 業 種 目 営業比率

清 掃 業 務 ％ ％

計 100
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注 １ 「登録番号」欄は、新規の場合は記入を要しないこと。
２ ※印欄は、記入しないこと。
３ ①欄の⑴の「備考」欄は、小分類の種目をその他とする場合にその具体的な品目の内容を記入すること。
４ ①欄の⑵の「備考」欄は、一つの希望順位内で大分類の種目をその他とし、かつ、小分類の種目をその他とする場合にの
み、その主要な業務の内容を記入すること。
５ ④欄は、申請者が物品等の製造を主たる業とする者の場合にのみ記入すること。
６ ⑥欄は、申請者が山口県内に本店若しくは主たる事務所を有する者又は建築物清掃業者の場合にのみ記入すること。
７ ⑧欄及び⑩欄は、申請者が建築物清掃業者の場合にのみ記入すること。
８ ⑪欄及び⑫欄は、申請者が山口県内に本店又は主たる事務所を有する者の場合にのみ記入すること。

※ ※資格区分
② 自己資本
額

千円

※
③ 流動比率 流動資産（ 千円）

流動負債（ 千円） × 100＝ ％
※
④ 機械装置
等の残存価
格

区 分 取 得 価 格 ✔ 減 価 償 却 額 ✕ 残 存 価 格 ✔－✕
機 械 装 置 千円 千円 千円
車両運搬具
工具・器具

※ 計
⑤ 職員数

職 員 数 左記のうち、清掃
業務従事職員数 清掃業務に関係

する資格、免許

等を有する職員

資格、免許等の名称 人 数
人

人 人

※
⑥ 障害者の
雇用状況 常時雇用する

障害者の数

人 数
雇用状況の報告
義務の有無 有 ・ 無 法定雇用障害者数の算定

の基礎となる労働者の数

人 数
人 人

※
⑦ 営業年数 営 業 開 始 年 月 休 業 期 間 現組織への変更年月 営 業 年 数

年 月 年 月から 年 月まで 年 月 年間※
⑧ 清掃業務
に係る営業
年数

営 業 開 始 年 月 休 業 期 間 現組織への変更年月 営 業 年 数

年 月 年 月から 年 月まで 年 月 年間※
⑨ 直前⚒年
間の年間平
均売上高

直 前 ⚒ 年 の 売 上 高 直 前 ⚑ 年 の 売 上 高 年 間 平 均 売 上 高
千円 千円 千円

※
⑩ 清掃業務に係
る直前⚒年間の年
間平均契約金額

直 前 ⚒ 年 の 契 約 金 額 直 前 ⚑ 年 の 契 約 金 額 年 間 平 均 契 約 金 額
千円 千円 千円

※
⑪ 子育て支援・
女性の活躍推進 次世代育成対策推進法による一般事

業主行動計画の策定及び届出の有無 有 ・ 無 やまぐち女性の活躍推進事業者の登
録の有無 有 ・ 無

※
⑫ 環境マネジメ
ントシステム 環境マネジメントシステムに関する

国際標準化機構の認証取得の有無 有 ・ 無
環境マネジメントシステムに関する
一般財団法人持続性推進機構の認証
及び登録の有無

有 ・ 無
※

山
口
県
と
の
取
引
を
す
る
支
店
等

名 称 郵 便 番 号
所 在 地 電 話 局 番
代表者の氏名 ファクシミリ 局 番
名 称 郵 便 番 号
所 在 地 電 話 局 番
代表者の氏名 ファクシミリ 局 番
名 称 郵 便 番 号
所 在 地 電 話 局 番
代表者の氏名 ファクシミリ 局 番
名 称 郵 便 番 号
所 在 地 電 話 局 番
代表者の氏名 ファクシミリ 局 番

※ 参加停止
の期間

（裏）



第
⚒
号
様
式

誓
約

書

年
月

日

山
口
県
知
事
様

申
請
者
住
所
氏
名

私
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
第
167条

の
⚔
第
⚑
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。

第
⚓
号
様
式

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
誓
約
書

年
月

日
山
口
県
知
事
様

郵
便
番
号

申
請
者
住

所
商
号
又
は
名
称

ふ
り

が
な

代
表
者
氏
名

ふ
り

が
な

業
務
委
託
及
び
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
等
参
加
停
止
措
置
要
領
別
表
参
加
停
止
措
置
基
準

第
15号
か
ら
第
21号
ま
で
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。

ま
た
、
入
札
参
加
資
格
取
得
後
に
お
い
て
は
、
同
基
準
第
15号

か
ら
第
21号

ま
で
に
該
当
す
る
行

為
を
行
わ
な
い
こ
と
を
併
せ
て
誓
約
し
ま
す
。

業
務
委
託
及
び
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
等
参
加
停
止
措
置
要
領
別
表
参
加
停
止
措
置
基
準
抜
粋

（
暴
力
団
排
除
）

15
役
員
等
又
は
有
資
格
業
者
の
経
営
に
事
実
上
参
加
し
て
い
る
者
が
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防

止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
⚓
年
法
律
第
77号
。
以
下
「
暴
力
団
対
策
法
」
と
い
う
。
）
第
⚒
条
第
⚒
号

に
規
定
す
る
団
体
（
以
下
「
暴
力
団
」
と
い
う
。
）
又
は
暴
力
団
対
策
法
第
⚒
条
第
⚖
号
に
規
定
す
る
者

（
以
下
「
暴
力
団
員
」
と
い
う
。
）
又
は
暴
力
団
の
構
成
員
で
は
な
い
が
、
暴
力
団
と
関
係
を
持
ち
な
が

ら
、
そ
の
組
織
の
威
力
を
背
景
と
し
て
暴
力
的
不
法
行
為
等
を
行
う
者
及
び
暴
力
団
に
資
金
や
武
器
を
供

給
す
る
な
ど
し
て
、
そ
の
組
織
の
維
持
、
運
営
に
協
力
し
若
し
く
は
関
与
す
る
者
（
以
下
「
暴
力
団
準
構

成
員
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
と
き
。

16
役
員
等
が
業
務
に
関
し
、
不
正
に
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
及
び
暴
力
団
準
構
成
員
（
以
下
「
暴
力
団
関

係
者
」
と
い
う
。
）
を
使
用
し
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

17
役
員
等
若
し
く
は
使
用
人
が
、
い
か
な
る
名
義
を
も
っ
て
す
る
を
問
わ
ず
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
関
係

者
に
対
し
て
金
銭
、
物
品
そ
の
他
財
産
上
の
利
益
を
不
当
に
与
え
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

18
役
員
等
が
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
関
係
者
と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関
係
を
有
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
と
き
。

19
役
員
等
が
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
関
係
者
が
経
営
若
し
く
は
運
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
法
人
、
組
合
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
利
用
す
る
な
ど
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

と
き
。

20
本
県
と
締
結
し
た
委
託
契
約
又
は
物
品
調
達
等
の
契
約
の
履
行
に
当
た
り
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
関
係

者
が
経
営
又
は
運
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
会
社
等
と
知
り
な
が
ら
、
契
約
を
締
結

し
た
と
き
。

21
本
県
と
締
結
し
た
委
託
契
約
又
は
物
品
調
達
等
の
履
行
に
当
た
り
、
暴
力
団
又
は
暴
力
団
関
係
者
が
経

営
又
は
運
営
に
実
質
的
に
関
与
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
会
社
等
と
知
り
な
が
ら
、
原
材
料
等
の
購
入
、

機
材
等
の
借
入
れ
、
又
は
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
使
用
を
し
た
と
き
。

注
申
請
時
に
お
い
て
は
、
第
15号

か
ら
第
19号

ま
で
の
規
定
中
「
役
員
等
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
者
、
申
請
者

の
役
員
及
び
そ
の
支
店
又
は
営
業
所
（
常
時
、
業
務
委
託
契
約
又
は
物
品
調
達
等
の
契
約
を
締
結
す
る
事
務
所

を
い
う
。
）
を
代
表
す
る
者
」
と
、
第
15号

中
「
有
資
格
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
者
」
と
、
第
16号

中
「
使
用
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
使
用
し
て
い
る
」
と
、
第
17号

中
「
使
用
人
」
と
あ
る
の
は
「
申
請
者
の
使
用

人
」
と
、
「
与
え
た
」
と
あ
る
の
は
「
与
え
て
い
る
」
と
、
第
20号

中
「
を
締
結
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
を
締

結
し
て
い
る
」
と
、
第
21号
中
「
を
し
た
」
と
あ
る
の
は
「
を
し
て
い
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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第
⚔
号
様
式

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
事
項
等
変
更
届

年
月

日
山
口
県
知
事
様

郵
便
番
号

届
出
者
住

所
商
号
又
は
名
称

ふ
り

が
な

代
表
者
氏
名

ふ
り

が
な

（
電

話
局

番
）

（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

局
番
）

下
記
の
と
お
り

年
月

日
か
ら

年
月

日
ま
で
の
間
の
競
争

入
札
参
加
資
格
に
係
る
審
査
事
項
等
に
変
更
が
生
じ
た
の
で
、
関
係
書
類
を
添
え
て
届
け
出
ま
す
。

記

変
更
事
項

変
更
年
月
日

変
更

の
内

容

変
更

前
変

更
後

公

告

（
一
一
六
）
国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
（
南
周
防
地
区
波
野
（
木
地
）
換
地
区
）
の
換
地
処
分

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
の
施
行
に
係
る
南
周
防
地
区
波
野
（
木
地
）
換
地
区
の
換
地
処
分
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

換
地
処
分
の
年
月
日

令
和
四
年
六
月
八
日

二

換
地
処
分
の
内
容

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業
（
南
周
防
地
区
波
野
（
木
地
）
換
地
区
）
換
地
計
画
書
に
記
載
さ

れ
た
換
地
計
画
の
と
お
り

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
七
十
一
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

八
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直
接
請
求
の
種
類

根

拠

規

定

必

要

な

有

権

者

の

数

県
条
例
の
制
定
又
は
改

廃
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
四

条
第
一
項

二
二
、
七
一
二

県
の
事
務
の
執
行
に
関

す
る
監
査
の
請
求

地
方
自
治
法
第
七
十
五

条
第
一
項

県
議
会
の
解
散
の
請
求
地
方
自
治
法
第
七
十
六

条
第
一
項

二
四
一
、
九
四
八

県
議
会
の
議
員
の
解
職

の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
条

第
一
項

下
関
市
選
挙
区

七
一
、
七
八
六

宇
部
市
選
挙
区

四
五
、
五
五
四

山
口
市
選
挙
区

五
二
、
八
四
五

萩
市
・
阿
武
町
選
挙
区

一
三
、
九
九
九

防
府
市
選
挙
区

三
一
、
八
六
七

下
松
市
選
挙
区

一
五
、
七
三
九

岩
国
市
・
和
木
町
選
挙
区

三
八
、
三
九
五

光
市
選
挙
区

一
四
、
二
一
四

長
門
市
選
挙
区

九
、
三
八
一

柳
井
市
選
挙
区

八
、
八
〇
五

美
祢
市
選
挙
区

六
、
六
八
〇

周
南
市
選
挙
区

三
九
、
三
八
八

山
陽
小
野
田
市
選
挙
区

一
七
、
一
〇
五

周
防
大
島
町
選
挙
区

四
、
四
五
三

上
関
町
・
田
布
施
町
・
平
生
町
選
挙
区

八
、
三
二
〇

知
事
の
解
職
の
請
求

地
方
自
治
法
第
八
十
一

条
第
一
項

二
四
一
、
九
四
八

副
知
事
、
県
の
選
挙
管

理
委
員
若
し
く
は
監
査

委
員
又
は
公
安
委
員
会

の
委
員
の
解
職
の
請
求
地
方
自
治
法
第
八
十
六

条
第
一
項

県
の
教
育
委
員
会
の
教

育
長
又
は
委
員
の
解
職

の
請
求

地
方
教
育
行
政
の
組
織

及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
八
条
第
一
項

漁
業
調
整
委
員
会

山
口
県
日
本
海
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
告
示
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
指
示
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
一
日

山
口
県
日
本
海
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会

長

濵

本

幾

男

一

指
示
の
内
容

㈠

次
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
及
び
Ａ
の
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
海
域
に
お
い
て
、

錨い
か
り等

で
船
舶
の
位
置
を
固
定
し
、
あ
み
等
を
ま
き
え
と
し
て
使
用
し
、
か
つ
、
ま
ぐ
ろ
の
採
捕
を

目
的
と
し
て
行
う
ま
き
え
づ
り
及
び
当
該
ま
き
え
づ
り
に
係
る
遊
漁
案
内
行
為
（
以
下
「
ま
ぐ
ろ

ま
き
え
づ
り
等
」
と
い
う
。
）
は
、
禁
止
す
る
。

Ａ

北
緯
三
五
度
〇
三
分
一
一
秒
東
経
一
三
一
度
一
三
分
五
一
秒
の
点
（
日
本
測
地
系
に
よ
る
位

置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
五
度
〇
三
分
〇
〇
秒
東
経
一
三
一
度
一
四
分
〇
〇
秒
の
点
）

Ｂ

北
緯
三
五
度
〇
三
分
一
一
秒
東
経
一
三
一
度
〇
〇
分
五
一
秒
の
点
（
日
本
測
地
系
に
よ
る
位

置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
五
度
〇
三
分
〇
〇
秒
東
経
一
三
一
度
〇
一
分
〇
〇
秒
の
点
）

Ｃ

北
緯
三
四
度
五
四
分
一
一
秒
東
経
一
三
一
度
〇
〇
分
五
一
秒
の
点
（
日
本
測
地
系
に
よ
る
位

置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
四
度
五
四
分
〇
〇
秒
東
経
一
三
一
度
〇
一
分
〇
〇
秒
の
点
）

Ｄ

北
緯
三
四
度
五
四
分
一
一
秒
東
経
一
三
一
度
一
三
分
五
一
秒
の
点
（
日
本
測
地
系
に
よ
る
位

置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
四
度
五
四
分
〇
〇
秒
東
経
一
三
一
度
一
四
分
〇
〇
秒
の
点
）

㈡

㈠
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
期
間
内
に
行
う
ま
ぐ
ろ
ま
き
え
づ
り
等
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
日
本
海
海
区
漁
業
調
整
委
員

会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け
た
船
舶
（
以
下
「
承
認
船
舶
」
と
い
う
。
）

を
使
用
し
て
行
う
場
合
に
限
り
、
こ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

海

域

期

間

次
の
ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
ｄ
及
び
ａ
の
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
海
域

ａ

北
緯
三
五
度
〇
二
分
一
一
秒
東
経
一
三
一
度
〇
七
分
五
一
秒
の
点
（
日
本
測
地

系
に
よ
る
位
置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
五
度
〇
二
分
〇
〇
秒
東
経
一
三
一
度
〇
八

分
〇
〇
秒
の
点
）

ｂ

北
緯
三
五
度
〇
〇
分
四
一
秒
東
経
一
三
一
度
〇
九
分
四
一
秒
の
点
（
日
本
測
地

系
に
よ
る
位
置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
五
度
〇
〇
分
三
〇
秒
東
経
一
三
一
度
〇
九

分
五
〇
秒
の
点
）

ｃ

北
緯
三
四
度
五
九
分
一
一
秒
東
経
一
三
一
度
〇
七
分
五
一
秒
の
点
（
日
本
測
地

系
に
よ
る
位
置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
四
度
五
九
分
〇
〇
秒
東
経
一
三
一
度
〇
八

分
〇
〇
秒
の
点
）

ｄ

北
緯
三
五
度
〇
〇
分
四
一
秒
東
経
一
三
一
度
〇
六
分
〇
一
秒
の
点
（
日
本
測
地

系
に
よ
る
位
置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
五
度
〇
〇
分
三
〇
秒
東
経
一
三
一
度
〇
六

分
一
〇
秒
の
点
）

令
和
四
年
七
月

一
日
か
ら
同
年

九
月
十
五
日
ま

で

次
の
ｅ
、
ｆ
、
ｇ
、
ｈ
及
び
ｅ
の
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
海
域

ｅ

北
緯
三
五
度
〇
〇
分
〇
一
秒
東
経
一
三
一
度
〇
六
分
五
一
秒
の
点
（
日
本
測
地

系
に
よ
る
位
置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒
東
経
一
三
一
度
〇
七

分
〇
〇
秒
の
点
）

一
〇
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ｆ

北
緯
三
四
度
五
八
分
三
一
秒
東
経
一
三
一
度
〇
八
分
四
一
秒
の
点
（
日
本
測
地

系
に
よ
る
位
置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
四
度
五
八
分
二
〇
秒
東
経
一
三
一
度
〇
八

分
五
〇
秒
の
点
）

ｇ

北
緯
三
四
度
五
七
分
〇
一
秒
東
経
一
三
一
度
〇
六
分
五
一
秒
の
点
（
日
本
測
地

系
に
よ
る
位
置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
四
度
五
六
分
五
〇
秒
東
経
一
三
一
度
〇
七

分
〇
〇
秒
の
点
）

ｈ

北
緯
三
四
度
五
八
分
三
一
秒
東
経
一
三
一
度
〇
五
分
〇
一
秒
の
点
（
日
本
測
地

系
に
よ
る
位
置
に
あ
っ
て
は
、
北
緯
三
四
度
五
八
分
二
〇
秒
東
経
一
三
一
度
〇
五

分
一
〇
秒
の
点
）

令
和
四
年
九
月

十
六
日
か
ら
令

和
五
年
一
月
三

十
一
日
ま
で

㈢

㈡
の
承
認
（
以
下
「
委
員
会
承
認
」
と
い
う
。
）
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

⚑

漁
業
の
た
め
に
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ま
ぐ
ろ
ま
き
え
づ
り
等
に
使
用
す
る
船
舶
（
以
下

「
使
用
船
舶
」
と
い
う
。
）
を
所
有
し
、
又
は
使
用
す
る
漁
業
者

⚒

遊
漁
案
内
行
為
の
た
め
に
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
使
用
船
舶
を
所
有
し
、
又
は
使
用
す
る

遊
漁
船
業
者

⚓

遊
漁
の
た
め
に
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
使
用
船
舶
を
所
有
し
、
又
は
使
用
す
る
遊
漁
者

㈣

使
用
船
舶
は
、
㈡
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

期
間
内
に
行
う
ま
ぐ
ろ
ま
き
え
づ
り
等
に
関
し
、
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律

第
四
十
九
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
漁
場
利
用
協
定
で
、
八
里
ケ
瀬
漁
場
利
用
協
定

書
と
い
う
名
称
の
書
面
に
よ
り
平
成
六
年
六
月
一
日
に
締
結
さ
れ
た
も
の
を
締
結
し
た
団
体
の
構

成
員
が
使
用
す
る
船
舶
又
は
当
該
漁
場
利
用
協
定
と
同
等
の
内
容
の
ま
ぐ
ろ
ま
き
え
づ
り
等
の
規

制
を
遵
守
す
る
旨
を
委
員
会
に
対
し
誓
約
し
た
者
の
使
用
す
る
船
舶
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈤

委
員
会
承
認
を
受
け
た
者
は
、
ま
ぐ
ろ
ま
き
え
づ
り
等
を
行
う
間
、
委
員
会
の
交
付
す
る
承
認

証
を
承
認
船
舶
に
備
え
付
け
る
と
と
も
に
、
委
員
会
が
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
標
旗
を
当
該
承

認
船
舶
の
船
橋
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈥

委
員
会
承
認
を
受
け
た
者
は
、
承
認
船
舶
を
使
用
し
て
㈡
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
海
域
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
期
間
内
に
行
う
ま
ぐ
ろ
ま
き
え
づ
り
等
に
関
し
、
委
員
会

が
漁
業
調
整
上
必
要
と
認
め
て
指
摘
し
た
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

㈦

委
員
会
が
漁
業
調
整
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
又
は
委
員
会
承
認
を
受
け
た
者
が
こ
の
告

示
に
よ
る
指
示
に
違
反
し
た
と
き
は
、
委
員
会
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

二

指
示
の
有
効
期
間

令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
六
月
三
十
日
ま
で

一
〇
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